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ある水産関係の懇親会で､ 厳しい状況の続

く農林水産業について ｢農業､ 林業と水産業

の大きな違いというのは何か｣ という質問を

受けた｡ それに対して私は ｢それはやはり資

源管理ではないかと思う｡ 農業や林業の場合

には､ 規模拡大による大量生産によって生産

性を向上させることが危機突破の一つの方法

となりうる｣ (最近は ｢規模拡大が唯一の危

機対応方法だ｣ という市場原理主義的な偏っ

た考え方も増えているが)､ ｢漁業の場合には

資源を管理するという大きな制約の中でもの

ごとを考えなければいけない｣ ｢従ってまた､

漁業は最も協同組合精神がマッチする産業で

もあるのではないか｣ と答えた｡

我が国の水産基本計画では､ 200カイリ水

域内での水産資源管理を目的に､ 2005年度よ

り全部で76魚種にも及ぶ ｢資源回復計画｣ を

策定し､ 地域や沖合の漁業資源の回復と､ そ

の合理的・持続的な活用を可能とさせる取組

を強めている｡ 既に秋田県沖のハタハタや瀬

戸内海のサワラ､ 日本海のズワイガニをはじ

め､ 多くの計画において一定の成果が現れは

じめている｡ しかし他方では､ 2005年度のサ

ンマ漁に見られるように､ 豊漁による大型魚

の大量水揚で魚価が下落し､ 金額ベースでは

前年比で大きく落ち込んだ｡ 海外の漁業では､

小型魚の選別廃棄 (｢ハイグレーディング｣

と呼ばれ､ 獲れた魚のうち市場価値の低いも

のを捨て､ 高いものを残すことでTACと呼

ばれる資源管理上の漁獲割当規制の尻抜けを

行うこと) が行われることもあるという｡ サ

ンマ漁業では誤解を避けるため､ 船上の魚選

別機の使用禁止を業界として決めた｡ また近

海サバについても１尾300ｇ未満､ とりわけ

150ｇ未満のジャミサバとよばれる未成熟魚

が大量漁獲され､ 従来は養殖用餌に売られて

いたものが昨今は中国へ輸出されるという｡

それにより､ １尾40円程度が60～70円程度に

高く売れると報道されている｡ しかし何故､

漁獲を１年待って300g以上の成魚サバにし

て､ 数百円で売ろうとしないのだろうか｡ 更

に､ 海外からは台湾等のIUUマグロ漁船

(無法・無規制・無報告) の獲ったマグロや

ロシア密漁船のカニ等の輸入､ 国内でもアワ

ビやイセエビ等の密漁魚介類等がいわゆる不

正規水産物として流通過程に出回っている｡

これらはいうまでもなく､ 世界の水産資源の

乱獲を招いてその枯渇に拍車をかけ､ また国

内では多くの漁業者や漁協の資源管理の取組

努力をご破算にしてしまう悪質なものである｡

こうした事態を見ていると､ 漁業に特有の

資源管理は､ 一方では漁業者自身による自主

的で協同組合的な取組によって､ 合理的・持

続的な漁獲行動を確保していくことが重要な

がら､ もう一方では､ 漁業者では対応できな

い水産資源管理のルール違反に対して､ 社会

的な制御と制裁を強化する必要があるのでは

ないかと思われる｡ IUU漁船にはポジティ

ブリスト制や国際的な経済制裁､ 密輸や密漁

に対しては､ それらの水産物の出所証明書の

義務付けとその添付がないものの水産物流通

からの排除､ 密漁者に対しては厳しい罰金等

の措置である｡ そしてそれらを消費者ととも

に厳しくモニタリングしていく必要があるよ

うに思われる｡
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